
第
五
十
八
回
定
期
地
方
大
会
が
九
月

九
日
十
時
よ
り
新
潟
市
『
ト
ー
ク
イ
ン
新

潟
』
で
代
議
員
・
傍
聴
者
な
ど
三
十
九
名

の
出
席
の
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
、
延
べ
十
三
名
の
発
言
・
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

国
鉄
闘
争
・
地
域
の
闘
い
・
春
闘
・
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
特
に
『
安
全
』
に
か
か
わ
る
職
場
の

問
題
が
多
く
出
さ
れ
深
刻
な
事
態
に
な
っ

て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
強
化

再
構
築
を

加
藤
副
委
員
長
・
開
会
あ
い
さ
つ

大
会
任
務
に
つ
い
て
①
労
働
組
合
の

強
化
・
再
構
築
を
。
弱
体
化
が
社
会
現
象

を
起
こ
し
て
い
る
。
国
労
と
し
て
の
役
割

は
ま
だ
ま
だ
強
い
。
運
動
の
基
本
は
職
場

闘
争
。

②
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
・
１
０
４
７
名
問
題

は
出
口
に
近
い
状
況
だ
。
全
国
大
会
は
大

同
団
結
を
勝
ち
取
る
大
会
。
大
同
団
結
か

ら
真
の
団
結
を
。
そ
し
て
、
政
府
に
要
求

し
世
間
へ
見
せ
て
い
く
。
職
場
か
ら
地
域

か
ら
団
結
し
闘
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

の
大
会
に
し
て
欲
し
い
。
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①安全・安定輸送について
労働組合の役割。『いなほ』脱線事故～現在も事故

調査中。特定の原因は、まだ発表されていない。JRは

事故後、風速計と暴風柵を設置した。地本は緊急の申

し入れをした。JRは、安全こそ第一と言っているが合

理化を強行している。最大の使命として、労働組合と

してチェック・告発をしていく。安全総点検＝職場で

の取り組み強化を。

②労働条件改善
組織強化・拡大について
労働環境の改善を～団交だけでは要求改善はならな

い。職場の実態が、利用者にどう影響がでるのか調べ

ていく。西日本では～この取組みを行い拡大があった。

昇進差別・配属などの事件の一括和解が進んでいる。

差別を無くす＝それが職場での拡大につながる。

20年目の闘い（1047名問題）、大同団結＝解決まで

連携を強めていく。政治解決・新たな訴訟・具体的要

求（雇用・年金・解決金）。全国大会で決定・確認さ

れた。宮里弁護士＝大同団結から、団結をつくりあげ

る。二瓶国鉄共闘議長＝個人も組織も消える。相手に

すきをあたえない闘い。これを重視し、この立場を堅

持していく。

③政治課題について
秋に臨時国会開会。小泉内閣への国民の怒り。憲法

改悪・教育基本法など、情勢は緊迫している。国民と

の共同行動の強化を。



来
賓
あ
い
さ
つ
は
、
社
民
党
・
枡
口
県

連
代
表

共
産
党
・
武
田
常
任
委
員

県

春
闘
共
闘
・
県
労
連
山
崎
議
長

交
運
共

済
・
高
橋
所
長
の
方
々
か
ら
、
激
励
と
連

帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
は
、
山
根
執
行
委
員
か
ら

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
業
務
関
係
で
～
緊
急
申
し
入
れ
な
ど
実

際
に
、
事
故
・
安
全
問
題
に
つ
い
て
団
交

が
一
年
・
半
年
近
く
遅
れ
て
交
渉
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
態
に
、
ど
う
訴
え

て
き
て
き
た
の
か
。
第
三
者
機
関
の
活
用

も
考
え
て
は
～
。
支
社
の
対
応
に
つ
い
て

地
本
は
な
め
ら
れ
て
い
る
。
要
求
に
つ
い

て
、
地
本
の
中
で
し
っ
か
り
議
論
を
。
今

ま
で
の
運
動
・
討
論
の
経
過
は
？
全
国
大

会
で
の
書
記
長
集
約
～
ス
ト
基
金
の
取
り

崩
し
に
つ
い
て
、
臨
大
を
開
催
し
議
論
す

る
の
か
。

○
長
岡
に
南
派
出
が
発
足
し
た
。
①
長
距

離
通
勤
（
八
〇
キ
ロ
）
五
夜
連
続
の
会
社

泊
で
勤
務
（
乗
務
員
交
番
は
十
二
日
と
八

日
）
。
予
備
は
一
・
八
人
。
年
休
取
得
実

態
は
二
十
二
人
で
平
均
七
・
三
日
乗
務
員

の
退
職
で
減
、
労
働
強
化
。
要
員
問
題
で

団
交
。
②
内
勤
に
車
主
の
発
令
は
ど
う
か
？

長
距
離
通
勤
の
た
め
ア
パ
ー
ト
の
増
設
を
。

現
在
、
平
均
年
齢
は
五
二
才
。

●
職
場
で
の
強
制
転
勤
に
つ
い
て
早
急
に

元
の
職
場
に
戻
す
よ
う
訴
え
る
。
上
部
機

関
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。
安
全
問
題
～

コ
ン
テ
ナ
車
の
タ
イ
ヤ
が
変
磨
耗
で
脱
線

し
た
。
貨
車
検
修
で
は
制
輪
子
に
原
因
か

調
査
。
報
告
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

○
物
販
の
直
販
を
長
岡
市
職
で
実
施
し
た
。

（
三
万
円
の
売
り
上
げ
）
カ
タ
ロ
グ
販
売

よ
り
、
直
販
の
方
が
、
は
る
か
に
素
晴
ら

し
い
。

●
春
闘
・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
組
み
～

す
み
れ
会
の
闘
い
・
パ
ー
ト
労
働
者
＝
組

合
は
六
年
前
に
待
遇
改
善
で
裁
判
、
和
解

し
た
。
①
期
限
の
な
い
雇
用
。
②
正
社
員

並
み
の
賃
金
の
是
正
・
退
職
金
を
認
め
さ

せ
た
。
地
域
で
の
闘
い
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
物
販
～
直
販
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
こ
と
。
地
域
へ
の
オ
ル
グ
を
広

め
て
い
く
こ
と
。

○
安
全
問
題
～
七
月
八
日
・
東
海
道
線
で

保
線
業
務
・
線
閉
作
業
（
出
向
）
で
蝕
車

事
故
が
発
生
。
安
全
は
絶
対
に
譲
れ
な
い

問
題
。
出
向
に
つ
い
て
二
回
目
の
延
長
～

Ｊ
Ｒ
当
局
は
面
談
時
＝
現
場
の
実
態
を
把

握
し
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
は
出
向
に
出
す
と

戻
す
つ
も
り
は
無
い
。
病
気
を
し
な
い
と

戻
れ
な
い
。
出
向
先
の
労
働
条
件
は
厳
し

い
実
態
。
三
年
た
っ
た
ら
か
え
す
～
実
現

し
な
い
。
出
向
者
が
病
気
を
し
た
り
亡
く

な
っ
た
り
し
て
い
る
。

●
一
建
へ
出
向
・
発
足
当
時
は
十
四
名
だ
っ

た
が
、
現
在
は
五
名
。
越
後
線
の
状
況
、

巡
回
時
は
修
繕
作
業
が
発
生
す
る
。
（
継

ぎ
目
ボ
ル
ト
・
レ
ー
ル
ボ
ン
ド
）
。
補
修

で
き
る
時
間
・
要
員
が
い
な
い
。
そ
れ
で

も
良
い
と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
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①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
つ
い
て

七
十
四
回
全
国
大
会
で
大
同

団
結
。
闘
争
団
の
要
求
が
大
会

の
総
意
。
新
た
な
訴
訟
は
中
央

執
行
委
員
会
判
断
。
地
位
確
認

～
こ
の
問
題
だ
け
で
対
立
し
な

い
＝
大
同
団
結
を
。
新
潟
で
も

団
結
し
闘
争
指
示
に
つ
い
て
全

力
を
あ
げ
て
や
り
き
る
。

②
安
全
問
題
に
つ
い
て

安
全
問
題
に
関
す
る
発
言
が
多
い
。

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
向
け
た
闘

い
を
。
『
安
全
集
会
』
・
十
一
月
二
十

三
日
開
催
を
成
功
さ
せ
よ
う
。
支
部
・

職
協
代
表
で
、
問
題
点
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
く
。

③
並
行
在
来
線
の
闘
い

直
江
津
支
部
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
九
月
十
四

日
、
北
陸
信
越
運
輸
局
・
交
渉
。
十
月
十
四

日
～
十
五
日
交
流
会
を
取
り
組
む
。

④
平
和
の
問
題

総
裁
選
挙
～
憲
法
改
悪
の
動
き
＝
反
動
政

治
。
国
民
と
共
通
の
課
題
に
力
を
注
い
で
い

く
。



●
職
場
の
問
題
・
要
員
に
つ
い
て
～
直
江

津
六
名
・
長
岡
六
名
・
酒
田
一
名
（
来
年

度
二
名
）
新
潟
六
名
が
今
年
度
退
職
す
る
。

新
潟
以
外
は
新
採
の
補
充
が
無
い
。
転
勤

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
直
江
津
・

酒
田
は
仕
業
検
査
が
外
注
へ
。
シ
ニ
ア
制

度
～
構
内
運
転
士
・
二
名
退
職
＝
部
内
補

充
。
外
注
会
社
の
外
勤
Ｂ
が
減
～
シ
ニ
ア

雇
用
（
退
職
者
二
名
を
充
当
）
。
ア
ス
ベ

ス
問
題
・
現
場
長
交
渉
～
問
題
は
無
い
と

言
っ
て
い
る
が
国
労
は
全
員
受
診
し
た
。

○
並
行
在
来
線
に
つ
い
て
～
糸
魚
川
で
学

習
会
を
開
催
・
三
市
連
絡
会
を
発
足
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
来
賓
・
上
越
市
・
商
工
会

議
所
・
長
野
ふ
る
さ
と
線
の
各
代
表
出
席
。

北
陸
新
幹
線
開
業
＝
『
脇
野
田
駅
』
に
。

直
江
津
・
高
田
駅
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
く
。
人
間
の
流
れ
が
変
わ
る
。
自
治

体
の
立
場
で
残
す
。

駅
終
点
に
大
き
な
病
院
の
建
設
。
駅
間
を

短
く
す
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

方
向
性
は
出
て
い
な
い
が
厳
し
い
実
態
。

●
政
治
課
題
・
安
全
問
題
＝
水
俣
病
・
政

府
は
判
断
基
準
に
つ
い
て
今
ま
で
ど
う
り
。

原
因
が
あ
っ
て
、
も
の
が
発
生
す
る
。
防

止
策
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
調
査
団
（
学

者
な
ど
政
府
側
）
～
こ
こ
を
変
え
て
い
く

こ
と
で
政
策
が
変
え
ら
れ
る
。

対
象
者
に
つ
い
て
、
一
人
＝
個
人
（
本

人
）
二
人
＝
家
族
の
場
合
・
三
人
＝
他
人

の
場
合
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
よ
っ
て
、

考
え
方
・
受
け
と
め
方
が
違
う
。
見
方
を

変
え
て
欲
し
い
。

『
安
全
集
会
』
だ
け
で
な
く
、
他
に
一
周

年
企
画
を
。
安
全
に
関
し
て
地
本
で
他
に

取
組
む
も
の
と
、
支
社
へ
交
渉
な
ど
再
度

訴
え
て
い
く
。

財
政
担
当
者
会
議
や
専
門
の
学
習
会
の

開
催
を
。

安
全
問
題
～
職
場
で
は
、
金
が
あ
る
う

ち
は
対
策
す
る
が
、
な
く
な
る
と
し
な
い
。

会
社
の
施
策
を
改
め
さ
せ
る
。
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①国鉄闘争・１０４７名問題＝早期解決を。全国大会は

解決を目指す。具体的要求～一日も早い解決を実現させ

る。取り組む課題を全力で進める。総裁選～阿部候補＝

憲法改悪・教育基本法改悪・消費税10％・2008年具体化・

反動内容になる。早期解決～闘いについて、しっかりし

た腹がまえで全ての国会議員への申し入れを展開する。

②配転・昇進・バッジなどの40事件の一括和解へ。全て

の事件、一括和解の協議を進める。和解協議の進め方～

７月下旬中断している。９月22日再開。それは、試験結

果の調査～昨年から1次試験は、１～２％アップ。全てに

わたっての解決ではない。バッジ事件も含む。JRへは解

決金・謝罪・具体的に協議をしていく。JR側に提起する。

③合理化＝地域間移動からエリア移動を提案・駅業務の

あり方（団塊世代の退職）東京を中心に駅員が足りなく

なる。エリア移動は公募制・本人同意。強制ではない。

それによる不利益な扱いはしない。駅業務＝乗降人員の

少ない駅は、まるごと外注。また部分外注化。60歳以上

の雇用確保の場。（JR東労組は妥結）『安全とサービス』

をどう考えているのか。

④JR貨物（400億円税制特例）＝国交省（5年間）へ引き

続き特例処置を訴える。予算処置はこれから。政府に対

して訴える。

⑤並行在来線＝東北・北陸の問題。北海道へは、日本海

縦貫しか残らない。



●
安
全
問
題
＝
越
後
線
の
乗
務
に
つ
い
て

レ
ー
ル
の
状
態
が
悪
い
。
音
と
揺
れ
が
大

き
い
。
良
い
時
の
状
態
を
知
っ
て
い
る
か

ら
、
び
っ
く
り
す
る
。
慣
れ
て
く
る
と
気

に
な
ら
な
く
な
る
。
沿
線
で
の
地
域
住
民

の
苦
情
に
つ
い
て
は
、
即
対
応
す
る
が
部

内
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
予
算
が
無

い
と
言
っ
て
対
応
し
て
く
れ
な
い
。

○
長
岡
・
南
派
出
に
つ
い
て
、
も
っ
と
機

関
区
と
連
携
・
連
絡
を
密
に
し
て
い
き
た

い
。

●
安
全
問
題
は
合
理
化
反
対
闘
争
。
方
針

書
に
は
項
目
が
無
い
。
合
理
化
反
対
闘
争

が
安
全
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
『
定
期
大
会
』
特
集
で
す
。

代
議
員
の
発
言
内
容
や
、
各
代
表
の

方
々
の
あ
い
さ
つ
も
、
全
て
載
せ
ま
し
た
。

文
字
が
多
く
読
み
に
く
い
紙
面
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
～
で
も
大
会
会

場
へ参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
、
少
し
で
も
雰
囲
気
を
感
じ
ら

れ
た
ら
と
考
え
ま
し
た
。

少
し
長
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
読

ん
で
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

年
末
に
か
け
て
、
多
く
の
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
に
気
を
つ
け

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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★
十
月
二
十
八
日
（
土
）

地
本
『
団
結
ハ
イ
ク
』
見
附
市

『
大
平
森
林
公
園
』

★
十
一
月
十
一
日
（
土
）

エ
リ
ア
本
部
『
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

』★
十
一
月
十
二
日
（
日
）

二
〇
〇
六
年
『
退
職
者
送
別
会
』

★
十
一
月
二
十
三
日
（
木
）

『
安
全
集
会
』

★
十
二
月
二
日
（
土
）

『
年
末
集
会
』




